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条例の制定・賛否一覧表

議
案
第
３
号

●
標
茶
町
農
業
環
境
管
理
施
設
条
例
を

　

廃
止
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

家
畜
排
せ
つ
物
の
有
効
利
用
を
図
る
た

め
に
磯
分
内
の
家
畜
糞
尿
処
理
協
同
利
用

施
設
の
利
用
農
家
が
、
離
農
等
の
た
め
利

用
を
中
止
し
た
為
廃
止
す
る
も
の
で
す
。

議
案
第
４
号

●
標
茶
町
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す

　

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

消
費
税
の
税
率
改
正
（
10
％
へ
の
引
き

上
げ
）
の
実
施
時
期
が
平
成
31
年
10
月
１

日
に
延
期
さ
れ
た
こ
と
に
伴
う
条
例
の
一

部
改
正
で
す
。

議
案
第
５
号

●
標
茶
町
職
員
の
定
年
等
に
関
す
る
条

　

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

　

に
つ
い
て

　

人
材
不
足
か
ら
雇
用
の
確
保
が
難
し
く

な
っ
て
き
て
い
る
薬
剤
師
に
つ
い
て
、
医

師
と
同
様
の
定
年
と
す
る
も
の
で
す
。

議
案
第
６
号

●
標
茶
町
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す

　

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

　

制
定
に
つ
い
て

　

仕
事
と
育
児
の
両
立
支
援
制
度
に
基
づ

き
人
事
院
規
則
が
見
直
さ
れ
た
こ
と
に
伴

い
改
正
す
る
も
の
で
、
主
な
内
容
は
非
常

勤
職
員
の
育
児
休
業
の
取
得
要
件
の
緩

和
、
育
児
休
業
等
の
対
象
と
な
る
子
の
範

囲
の
拡
大
で
す
。

議
案
第
７
号

●
標
茶
町
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関

　

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

の
制
定
に
つ
い
て

　

町
立
病
院
薬
剤
師
の
確
保
を
容
易
に
す

る
た
め
、
特
殊
勤
務
手
当
の
額
を
改
正
す

る
も
の
で
、
手
当
月
額
を
７
千
円
以
内
と

す
る
も
の
を
７
万
円
以
内
と
改
め
る
も
の

で
す
。（
規
則
で
は
実
際
の
手
当
額
は
月

額
５
万
円
と
な
り
ま
す
。）

議
案
第
８
号

●
標
茶
町
介
護
保
険
条
例
の
一
部
を
改

　

正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

平
成
29
年
度
か
ら
第
１
段
階
か
ら
第
３

段
階
ま
で
の
介
護
保
険
料
が
減
額
さ
れ
る

予
定
で
あ
っ
た
の
が
、
消
費
税
の
税
率
改

正
が
延
期
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
減
額
を

し
な
い
こ
と
に
な
る
も
の
で
す
。

条
例
の
制
定

条
例
の
一
部
改
正

◆ ◆ ◆ ◆ ◆  平成 29 年第１回定例会賛否一覧 ◆ ◆ ◆ ◆ ◆

※これ以外の議案等は全員一致です。

議案第７号
標茶町職員の特殊勤務手当に関する条
例の一部を改正する条例の制定について

議案第８号
標茶町介護保険条例の一部を改正する条
例の制定について

議案第２３号
標茶町第三セクター運営等資金貸付条例
の一部を改正する条例の制定について

議　員　名

議案等の内容

舘
田　

賢
治

菊
地　

誠
道

本
多　

耕
平

平
川　

昌
昭

鈴
木　

裕
美

渡
邊　

定
之

川
村
多
美
男

松
下　

哲
也

黒
沼　

俊
幸

深
見　
　

迪

熊
谷　

善
行

後
藤　
　

勲

櫻
井　

一
隆

結　
　
　

果

可否同数に
つき議長裁
決により原
案否決

原案可決

原案可決

○ 賛成　× 反対　退 退席　欠 欠席　（議長は、可否同数以外の採決に加わりません。）

○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ × ○ 欠 ○ × × ○ ○ ○

× × ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ × × ×
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委員会報告・意見書
　

総
務
経
済
委
員
会
に
付
託
さ
れ

て
い
た
陳
情
第
１
号
「『
憩
の
家
・

茅
沼
』
の
存
続
経
営
を
求
め
る
こ

と
に
つ
い
て
の
陳
情
」
は
、
平
成

29
年
３
月
８
日
の
委
員
会
に
お
い

て
「
採
択
す
べ
き
も
の
」
と
決
定

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
陳
情
第
２
号
に
つ
い
て

も
第
１
号
と
同
趣
旨
で
あ
る
の
で

「
み
な
し
採
択
」
と
決
定
し
ま
し

た
。

○
陳
情
第
１
号

　

｢

憩
の
家
・
茅
沼｣

の
存
続
経

営
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
の
陳

情陳
情
代
表
者　

標
茶
町
栄
71ｰ

６

新
田　

重
雄
（
以
下
６
０
３
名
）

◯
陳
情
第
２
号

　
『
憩
の
家
か
や
沼
・
く
し
ろ
湿

原
パ
ー
ク
』
の
存
続
経
営
を
求
め

る
陳
情

陳
情
代
表
者

標
茶
町
オ
ソ
ツ
ベ
ツ
６
６
９ｰ

11

標
茶
ご
当
地
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
代
表

大
木　

恵
理
（
以
下
39
名
）

○
調
査
日
時

　

平
成
29
年
２
月
17
日

○
調
査
場
所

　

標
茶
町
役
場
議
員
室

○
調
査
事
項

　

軽
費
老
人
ホ
ー
ム
駒
ヶ
丘
荘
の

現
状
と
課
題
に
つ
い
て

○
調
査
の
経
過
及
び
内
容

　

施
設
の
概
要
・
施
設
の
入
所
状

況
・
施
設
の
現
在
の
状
況
等
に
つ

い
て
説
明
を
受
け
る
。

主
な
説
明

・
施
設
の
概
要
で
は
、
開
設
年
月

日
・
定
員
・
居
室
の
概
要
・
使
用

料
及
び
個
人
負
担
の
お
お
よ
そ
の

水
道
光
熱
費
等
・
職
員
の
配
置
な

ど
。

・
施
設
の
入
所
状
況
は
２
月
１
日

現
在
で
、
別
紙
の
詳
細
状
況
に
よ

り
介
護
度
や
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

等
。

・
施
設
の
現
在
の
状
況
は
、
入
所

者
に
お
い
て
は
高
齢
に
よ
り
要
介

護
の
申
請
を
し
、
ヘ
ル
パ
ー
や
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
居
住
す

る
方
が
多
く
な
っ
て
き
て
い
る
。

（
22
世
帯
25
名
中
９
名
が
介
護
認

定
者
）
施
設
に
つ
い
て
は
、「
経

過
的
措
置
の
社
会
福
祉
施
設
」
と

な
っ
て
お
り
、
平
成
22
年
に
耐
震

改
修
等
が
行
わ
れ
た
も
の
の
、
機

械
設
備
や
配
管
等
の
老
朽
化
が
進

み
過
去
10
年
間
の
設
備
修
繕
費
等

の
説
明
を
受
け
た
。

・
課
題
と
し
て
、「
今
後
修
繕
・

補
修
し
な
が
ら
ど
の
く
ら
い
ま
で

維
持
で
き
る
か
。
新
し
い
施
設
建

設
は
介
護
保
険
課
で
は
保
険
料
が

跳
ね
上
が
る
。
町
単
独
施
設
は
費

用
が
か
さ
む
。」
な
ど
の
課
題
が

あ
る
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
低
所

得
者
の
受
け
皿
を
ど
う
し
て
い
く

べ
き
か
考
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い

と
き
に
き
て
い
る
。

主
な
質
問
と
回
答

Ｑ　

駒
が
丘
荘
の
在
宅
が
困
難

　

に
な
っ
た
時
は
ど
う
な
る
か
。

Ａ　

現
状
で
は
行
き
場
が
な
い
の

　

で
受
け
入
れ
て
い
る
。

Ｑ　

施
設
の
修
理
費
は
ど
の
く
ら

　

い
か
か
る
の
か
。

Ａ　

個
室
の
配
管
の
つ
ま
り
、

　

水
道
管
の
漏
れ
、
防
災
ア
ン
プ

　

の
購
入
、
給
湯
・
暖
房
外
部
塗

　

装
な
ど
で
こ
の
10
年
間
で
４
，

　

４
６
０
万
円
＋
α
か
か
っ
て
い

　

る
。

　

今
後
の
予
測
は
つ
か
な
い
。

Ｑ　

改
築
の
考
え
は
な
い
か
。

Ａ　

予
算
の
こ
と
も
あ
り
現
状
の

　

ま
ま
で
何
と
か
維
持
し
て
い
き

　

た
い
。

○
委
員
会
の
所
見

・
施
設
の
老
朽
化
を
考
え
る
と
、

低
廉(
て
い
れ
ん)

な
家
賃
で
、

風
呂
（
温
泉
）、
洗
濯
機
、
水
道
、

光
熱
費
な
ど
格
安
で
住
み
や
す
い

軽
費
老
人
ホ
ー
ム
に
居
住
す
る
人

た
ち
に
対
応
で
き
る
新
た
な
方
向

を
今
後
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
る
。

・
そ
の
際
、
公
営
住
宅
、
や
す
ら

ぎ
園
、
サ
テ
ラ
イ
ト
施
設
、
介
護

施
設
等
も
含
め
て
総
合
的
に
検
討

す
る
必
要
が
あ
る
。

委
員
会
報
告

 

総
務
経
済
委
員
会

   

　
　 
陳 
情 

審 

査

 

厚
生
文
教
委
員
会

   

所
管
事
務
調
査
報
告

意

見

書

　

次
の
７
件
の
意
見
書
が
可
決
さ

れ
、
関
係
機
関
に
送
付
さ
れ
ま
し

た
。

◆
意
見
書
第
１
号

２
次
医
療
圏
の
設
定
に
関
す
る
意

見
書

　

２
次
医
療
圏
見
直
し
は
、
人
口

規
模
だ
け
で
な
く
、
面
積
や
自
然

環
境
、
交
通
事
情
等
も
踏
ま
え
て

検
討
す
る
こ
と
を
求
め
た
も
の
で

す
。

◆
意
見
書
第
２
号

　

私
立
専
修
学
校
等
に
お
け
る
専

門
的
職
業
人
材
の
育
成
機
能
の
強

化
等
を
求
め
る
意
見
書

　

私
立
専
修
学
校
等
の
質
の
保

証
・
向
上
を
図
り
、
認
定
制
度
上

の
措
置
を
講
ず
る
と
共
に
学
生

が
、
経
済
的
理
由
に
よ
り
就
学
を

断
念
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
必
要

な
措
置
を
求
め
た
も
の
で
す
。

◆
意
見
書
第
３
号

　

精
神
障
が
い
者
に
対
す
る
公
共

交
通
機
関
の
運
賃
割
引
の
適
用
を

求
め
る
意
見
書

　

精
神
障
が
い
者
も
身
体
障
が
い

者
及
び
知
的
障
が
い
者
と
同
様
に

公
共
交
通
機
関
の
運
賃
割
引
制
度

の
適
用
を
求
め
た
も
の
で
す
。

◆
意
見
書
第
４
号

　

国
民
健
康
保
険
に
お
け
る
子
ど

も
に
係
る
均
等
割
額
の
免
除
及
び

軽
減
に
関
す
る
意
見
書

　

子
育
て
支
援
の
観
点
か
ら
子
ど

も
に
係
る
均
等
割
り
額
に
つ
い

て
、
国
の
負
担
に
よ
る
免
除
及
び

軽
減
の
見
直
し
を
求
め
た
も
の
で

す
。

◆
意
見
書
第
５
号

　
「
準
要
保
護
世
帯
」
に
対
す
る

就
学
援
助
の
拡
充
を
求
め
る
意
見

書
　

生
活
保
護
に
準
ず
る
「
準
要
保

護
世
帯
」
へ
の
国
庫
補
助
金
を
復

活
・
拡
充
さ
せ
る
と
同
時
に
、
単

価
に
見
合
っ
た
交
付
税
算
定
額
の

引
き
上
げ
を
国
に
求
め
た
も
の
で

す
。

◆
意
見
書
第
６
号

　

い
じ
め
、
体
罰
、
わ
い
せ
つ
行

為
等
へ
の
対
策
推
進
を
求
め
る
意

見
書

　

国
や
文
部
科
学
省
が
、
学
校
や

教
職
員
に
対
し
、い
じ
め
や
体
罰
、

わ
い
せ
つ
行
為
等
の
防
止
に
関
す

る
適
切
な
態
勢
の
確
立
を
進
め
安

全
、
安
心
の
学
校
環
境
づ
く
り
を

進
め
る
よ
う
求
め
た
も
の
で
す
。

◆
意
見
書
第
７
号

　

子
育
て
支
援
の
拡
充
を
求
め
る

意
見
書

　

子
ど
も
た
ち
が
健
全
に
安
心
し

て
育
つ
こ
と
の
で
き
る
社
会
の
実

現
の
た
め
に
、
政
府
に
対
し
、
10

項
目
の
施
策
の
実
施
を
要
望
し
た

も
の
で
す
。


